
(1)第 131号 は ぐ く む 令和 6年 1月 20日
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新
年
を
迎
え
た
そ
の
時
、
能
登
半
島

一
帯
に
自
然

の
驚
異
が
容
赦
な
く
襲
い
か
か
り
ま
し
た
。

一
瞬
に

し
て
、
街
の
明
か
り
が
消
え
る
よ
う
に
貴
重
な
命
の

灯
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
，

私
た
ち
育
成
会
は
【命
の
尊
さ
】
人
間
の
尊
厳
を

基
調
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
能
登
半
島

の
災
害
を
【傍
観
者
】
と
し
て
で
は
な
く
、
【我
が
こ

と
】
と
し
て
受́
け
直
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
や
家
族
の
こ
と
、
障

が
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
職
員
の
こ
と
、
心
配
の
種

は
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．

今
、
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を

今
、
私
た
ち
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
、
育
成
会
は
行
動
し
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
中

し
上
げ
ま
す
ｃ
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この会報は、
共同募金の配分を受けて

作成したものです。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
既
に
メ
ー
ル
に
て
報
告
し
て
い
ま
す

が
、
（
一
社
）
全
国
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
、
常
務
理
事

・
事

務
局
長
又
村
あ
お
い
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

尚
、
内
容
は
、
原
文
の
ま
ま
で
す
。

（来
年
度
の
報
酬
改
定
に
関
す
る
情
報
）

正
会
員
の
皆
さ
ま

・
役
員
の
皆
さ
ま
に
も
国
会
議
員
な
ど

へ

の
要
請
活
動
で
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
来
年
度

の
報
酬
改
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
終
的
に
改
定
率
は
本
体
が
十
１
．

１２
％
、

改
定
率
の
外
枠
で
処
遇
改
善
加
算

の

一
本
化
効
果
に
よ
る
引
上

げ
が
十
０
．
３
％
強
（ト
ー
タ
ル
で
約
１
．
５
％
の
プ
ラ
ス
改
定
）

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
の
目
標
は
下
回

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

診
療
報
酬
が
＋
０
．
８８
％
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
史
上
初
め
て
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
改
定
率
が
診
療
報
酬
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
事
業
所
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
の

情
報
提
供
な
ど
が
大
き
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

な
お
、
障
害

の
あ
る
人
を
含
む
所
得
状
況
が
厳
し
い
人

へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
報
酬
改
定
と
は
別
に
臨
時
給
付
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

【参
考
ま
で
過
去
の
報
酬
改
定
率
】

平
成
２４
年
度
　
↓
　
改
定
率

一
一
０
．
８
％

平
成
２７
年
度
　
↓
　
改
定
率

一
±
０
．
０
％

平
成
３０
年
度
　
↓
　
改
定
率

一
＋
０
．

４７
％

令
和
３
年
度
　
↓
　
改
定
率

一
＋
０
．

５６
％

※
近
年
の
改
定
率
を
考
え
る
と
引
上
げ
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
の
施

行
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
が
令
和
６

年
６
月
１
日
施
行
と
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
予
算
編
成
過
穆

に
お
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
令
和

６
年
４
月
１
日
施
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
に
つ
い
て
は
、
物
価

高
騰
な
ど

へ
の
対
応
を

一
刻
も
早
く
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
の
で
、
育
成
会
と
し
て
も
４
月
実
施
を
強
く
要
望
し
て
お
り
、

要
望
ど
お
り
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
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※
※
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※
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※
※
※
※
※

昨
年
の
臨
時
国
会
で
あ
る
議
員
の
質
問
の
中
に
「
近
隣
に
大
型

シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
給
料
の
高
い
そ
ち
ら
に
転
職

し
介
護
職
員
が
辞
め
て
い
く
」と
い
う
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
報
酬
改
定
で
介
護
職
員
等
の
確
保
や
定
着
が
進
む
こ
と

を
願

っ
て
い
ま
す
。
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☆
第
２
回
福
岡
県
知
的
障
が
い
者
相
談
員
研
修
会

令
和
６
年
２
月
１６
目
（金
）
１３

一
〇０
ヽ
１５

一
〇〇

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
５
０
１
研
修
室

講
義

一
「
知
的
障
が
い
者
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
状
況
と
環
境
に
つ
い
て
」

講
師

一
十
島
　
古
（埋
氏

，社
襦
一
吾
了
の
早
　
き
ず
な
学
回
　
理
事
長

☆
全
国
手
を
つ
な
ぐ
事
業
所
協
議
会
研
修
会
長
崎
大
会

令
和
６
年
２
月
別
日
（土
）

長
崎
市

☆
理
事
会

令
和
６
年
３
月
４
日
（月
）
１０

¨
３０
ヽ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
福
祉
特
２
会
議
室

福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
報

⌒
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中
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報
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こ
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の
行
事
等
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た
ノ
√し

☆
バ
タ
ン

ば
た
ん
☆
パ
タ
ン

ー
さ
を
り
織
り
　
作
品
展
―

令
和
５
年
Ｈ
月
２４
日
（金
）
～
２６
日
（日
）
に
亘
り
、
さ
を
り
織

り
作
品
展
が
、
春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
１
２
階
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
か
す
が
の
役
員
、
茨
木
喜
代
子
さ
ん
が
、

７
年
ほ
ど
前
か
ら
障
が
い
者

の
余
暇
活
動
や
親

の
レ
ス
パ
イ
ト

を
目
的
に
「
さ
を
り
織
り
教
室
」
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
様
々
な
色
の
糸
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
陳
列
さ
れ

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
ｃ
実
演

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

一
般
の
方
の
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
の

作
品
を
な
が
め
な
が
ら
、
布
を
織
り
な
が
ら
、
心
を
紡
ぐ
…
そ

ん
な
印
象
を
抱
か
せ
る
作
品
展
で
し
た
。
　

　

　

　

（事
務
局
）

一鸞
榮
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
じ
毀

令
和
５
年
度
障
が
い
者
差
別
解
消
推
進
功
績
者
表
彰

令
和
５
年
１２
月
２６
日
（火
）
福
岡
県
庁
に
て
、
障
が
い
の
あ
る

人

へ
の
理
解
を
深
め
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す

る
た
め
の
取
り
組
み
に
関
し
、
顕
著
な
功

績
が
あ

っ
た
団
体
と
し
て
、
本
会
の
推
薦

団
体
、
（
一
社
）
福
岡
お
や
じ
た
い
が
表
彰

さ
れ
、
服
部
誠
太
郎
福
岡
県
知
事
よ
り
理

事
長

の
吉
田
正
弘
氏
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
推
薦
団
体
と

し
て
本
会
、
横
山
利
恵
子
会
長
も
同
席
さ

れ
ま
し
た
。

障
害
基
礎
年
金
学
習
会

★
権
利
擁
護
部
会
研
修
会
　
参
加
者
４
名

令
和
５
年
１２
月
４
日
（月
）
１〇

一
〇０
～
Ｈ

一

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
福
祉
特
２
会
議
室

☆
福
祉
講
座
　
参
加
者
２７
名

令

和

５

年

１２

月

１０

日

（
日

）
１〇

一
〇０

～

１２

一

サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
い
い
づ
か
　
会
議
室

疑
似
体
験
学
習
会

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
ち

っ
き
や
ら

★
筑
後

・
八
女
人
権
擁
護
委
員
会
　
参
加
者
９
名

令
和
５
年
Ｈ
月
２２
日
（水
）

１３

一

３０

～

１４

一

３０

筑
後
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　
つ
ば
さ

★
福
祉
講
座
　
参
加
者
２７
名

令
和
５
年
１２
月
１０
日
（日
）
１０

サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
い
い
づ
か

00
|

12

30
00

福

岡

県

地

域

生

活

支

援

事

業

報

告

※
紙
面
の
関
係
で
実
施
団
体
の
み
記
載

○
生
活
訓
練
事
業

・
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
糸
島
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
の
ぼ
の

上
戸
屋
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

・
遠
賀
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

・
岡
垣
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

・
未
来
の
会

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
教
室

開
催
事
業

・
地
域
生
活
を
支
え

る
会

エ
ン
ゼ
ル

・
飯
塚
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

・
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
か
す
が

，
大
牟
田
知
的
障
害
者
育
成
会

・
大
野
城
市
手
を

つ
な
ぐ

育
成
会

○
本
人
活
動

・
飯
塚
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

・
大
牟
田
知
的
障
害
者
育
成
会

贅タ

事

務

局

か

ら

の
お

知

ら

せ

訃
　
報

昨
年
、
元
副
会
長
、
前
白
糸
農
園
保
護
者
会
会
長
　
菊
池

武
重
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
哀
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
の
九
州
大
会
に
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
お
二
人
の

仲
の
良
い
姿
が
瞼
に
浮
か
び
ま
す
。

●
優
生
保
護
法
に
係
る
署
名
活
動

２
７
９
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
こ

第
２
次
受
付
を
し
て
い
ま
す
ら
引
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
令
和
５
年
豪
雨
災
害
義
援
金
活
動

行
橋
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
５
年

「
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久留米市手をつなぐ育成会 地域活動支援センターあすなろ

令和5年 12月 8日 (金 )、 午後に令和5年 11月 にオープン

したI口 々ICAFE】
を福岡県育成会事務局が訪問しました。

真新 しく本の香が漂 う温 もりのあるお店で した。手作 りの

カップケーキとコーヒーを美味 しく頂 きました。

店内では、あすなろの利用者 3名が接客に当たり支援者が

サポー トしています。開店 してまだ間がないためか、ぎこち

なさはありましたが、これからの成長が楽しみでもあります。

_|,|.1111111,

営業 日と時間 :月 曜日～金曜 日10:00～ 17:30

住所 :久留米市中央町33-16今 村ビル 1階

a(0942)27-7970 FAX:(0942)38-4353

久留米市手をつなぐ育成会 (以下久留米市育成会)の代表

藤野薫さんにお話を伺いました。

久留米市育成会は 7年前から障がいのある人もない人も

仕事帰 りに気軽に立ち寄れるオープンスペース「すいよう

カフェ」を週 1回街の中心部で開催 し、今では15時～18時の

3時間に30名 近 くの人が訪れるコミュニテイの場 として定

着 してきました。

その「すいようカフェ」を発展進化させたのがあすなろ事

業所の【日々十CAFElと 言えるでしょう。

あすなろ利用者の意欲を高め、工賃ア ップやひとり立ち

のきっかけとなることを願っています。

平日毎日オープンして、障がいを持つ人と地域の人が自

然に交流できる場となることを願ってメンバーとともに頑

張っています。
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久留米市手をつなぐ育成会 オーフンスベース

輔
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a仕事aわ って、寄ιl道しきせんか ?

毎週水曜日 15:OO～ ,8:00
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場 所 森 1:1ビ l1 5階 (ア躍0-ス スタジオ )

久雲米市東町40-15

090-9838-6801
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両替町公園



令不□6年 1月 20日 は ぐ く む 第 131号 (4)

全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお申し込みください。

。年間購読料 一日 3,900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、
一日 11冊 )の場合は年間240円 です。

【購読三十,F)ぅ ち_日 当たり50円 は災害発生時の

■■全や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ12/1月 号表紙

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、 ノーーマライゼーション

の理念の下、日立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、贅助会員の方々の支えが

必要です

是非、ご|‐′・力をお願いします[

◆会費(個人会員)1回  2,000円 //年

◆会費(団体会員)1回  10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】
公希社団法人 福岡県手 をつなぐ育成会

電 i話 1092-584-4374 FAX:092-584-4378

E-lnail:infoO・ ■く―ikuse1 0rg

IIP:https:■ ■fk― ikusei.org′
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一 就労選択支援とは一

働 く力 と意欲のある障がい者の希望や能力に合 う仕事探 しを支援

し、関係機関との連携、連絡調整を担うサービス。

就労移行支援や就労継続支援 A型・B型、就労定着支援などの利用

が始まると固定化 しやすい傾向があ り、必ず しも適切な就労支援サー

ビスにつなげられない、就労が定着 しないなどの課題があ りました。

就労選択支援は障がい者本人と支援側が共に整理・評価 (就労アセ

スメント)す ることで、適切な一般就労や就労系障がい福祉サービス

につなげるのが特徴です。就労選択支援を利用できるのは、就労継続

支援や就労移行支援などの就労系障がい福祉サービスを利

用する意向がある障がい者とされています。

(令和 7年 10月 施行)
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「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
，
」
と
素
直

に
言

え
な

い
今
年
で
す
。

姫
路

に
帰
省
中
、　
死
日
の
午
後

４
時
ご
ろ
２９

年
前

の
阪
神
淡
路
大
震
災
が
蘇

っ
て
く
る
よ
う

な
突
然

の
揺
れ
が
襲

つ
て
き
ま
し
た
（

あ
れ
か
ら
２９
年
が
経
ち
ま
し
た
。
１
月

１７
日

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
で
す
●

当
時
、
神
戸
を
中
心
と
し
た
被
災
地

に
は
、

水

や
食
料
、
衣
類
な
ど
支
援
物
資
が
全
国
各
地

か
ら
送
弓
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
が
ま
だ
形
成
さ
れ
て
な
く
、
情
報

収
集
を
始
め
と
し
た
、
避
難
所

に
必
要
な
物
資

は
何
か
、
だ
れ
が
ど

の
よ
う

に
届
け
る
の
か
、

等

々
…
問
題
は
山
積
し
ま
し
た
‘

そ
の
後
、
衣
食
住

の
環
境
が
整

い
ま
し
た
が
、

被
災
者

の

「
孤
立
死
」
が
問
題
化
し
ま
し
た
，

震
災
前

に
育
ま
れ
た
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、

地
震
と
共
に
崩
れ
去

っ
た
の
で
す
．

多
く

の
被
災
者
を
崩
壊
し
た
家
屋
か
ら
救
出

し
た
人
た
ち
は
、
近
隣

の
住
民
た
ち
だ

っ
た
と

い
い
ま
す
。

「
と
も
に
支
え
あ
う
社
会
」
は
、
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
活
き

て
く
る
、
活
か
さ
れ
る
の
で
は

な

い
で
し
ょ
う
か

．

元
看
護
師

の
故
黒
田
裕
子
さ
ん
は
、
「
孤
立
死
」

解
消

に
取
り
組
み
、
阪
神
淡
路
大
震
災
後
、
Ｈ

本

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
構
築

に
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
．

苦
し
み
の
中
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
彼
女

の

一面
葉
を
届
け
ま
す
．

人
生

の
荷
物
は
　
夢
ひ
と

つ
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務
局
）
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言己き

新規入会ありがとうございます

。個人会員 宮下 律子 様

二瓶 広大 様

・賛助会員 大島 幸江 様
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いく せしヽ かい   こと lぎ     じ てん

育 成 会 の 言 葉 の 辞 典


